
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事業内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業効果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

※自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 羊たちと作る山間部の遊休農地の賑わい創出プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

梛野夢クラブ 

長野県木曽郡南木曽町読書戸場、梛野地区 

事業区分 (8)その他地域の元気を生み出す地域づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,125,960円（うち支援金：719,000 円） 

 

①遊休農地の管理範囲拡大 

②近隣住民へ周知し取組アピール 

※自己評価【 Ｃ 】 

【理由】 

アンケート等の意向調査を行うこ

とができなかった。地域住民に直

接話を聞きながら改善しながら取

り組みを進めていく。 

【設置した柵】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①支援金を活用して資材を購入することで、遊休農地

の景観保全面積を拡大することができた。 

 景観保全面積 

 Ｒ３ 3,000 ㎡ → Ｒ４ 4,000㎡ 

②地域住民が行う事業の際に見学いただき、この取り

組みに興味を持っていただいた人数 0名 → 27名 

当該地区では人口減少により、遊休農地の草刈り等 

の管理も困難となっている状況。 

昨年度に引き続き、遊休農地に当会員が飼育してい

る羊を放ち、雑草等を食べてもらうことにより、人力

による草刈りの手間なく管理ができる範囲を拡大し

た。近隣住民に見ていただくことを目標として事前着

手許可を頂いたが現地作業を行う会員の予期せぬ体調

不良により、柵を巡らす作業が大幅に遅れてしまっ

た。しかし、結果的に地域住民の方々が行うウォーキン

グ事業（令和４年 11 月 13 日実施）に併せてという形で

ふれあっていただけた。 

 

今後も地域住民へお知らせし見学に来てもらい、少しずつではあるが取り組みの認知を図っ

ていく。 


